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2024 年 5 月 1 日 No. 189（毎月 1 日発行） 

知的財産権への課税優遇 

1. 知的財産権への課税優遇 

陳茂波（ポール・チャン）財政⾧官が 2024 年 4 月 7 日の公式ブログで明らかにしたところによると、香
港政府は、知的財産権に関する所得への課税を優遇するパテントボックス税制を推進するとのことです。具
体的には、現行制度で 16.5％となっている税率を５％に引き下げ、知財創出の後押しをする狙いです。
10 日から立法会（議会）で関連の条例改正案審議が始まる予定で、政府は早期の法制化を目指すと
しています。 

 
2. 最低賃金 55 香港ドルを要求、労働９団体 

香港の労働９団体は 2024 年 4 月 24 日、労働節（メーデー）の運動の一環として連名で政府への
政策要求を発表し、法定最低賃金を現行の１時間当たり 40 香港ドルから 55 香港ドルに引き上げるよう
求めました。港九工団聯合総会（HKTUC）の李国強主席は、香港の最低賃金が過去 12 年で 12 香
港ドルしか上がっていないことを指摘し、「ランチ１食分にもならない最低賃金では労働者に顔向けできな
い」と訴えています。 

最低賃金については、香港政府トップの李家超（ジョン・リー）行政⾧官も 26 日に、最適化について言
及しています。最低賃金について検討する最低賃金委員会が既に報告書をまとめたとして、政府はこれを元
に最低賃金の見直しに関する新たな制度を決定し、近く公表すると述べています。 
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